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  令和元年9月1日現在

 人　口　 14,051 人
 男　性 6,802 人
 女　性 7,249 人
 世帯数 6,580 戸

　

8
月
29
日
（
木
）
に
本
郷
公
民

館
で「
定
例
教
育
委
員
会
」と「
本

郷
地
区
の
皆
さ
ん
と
教
育
委
員
が

語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
等
か
ら
は
赤
羽
教

育
長
を
は
じ
め
４
名
の
教
育
委

員
、
学
校
教
育
や
子
ど
も
育
成
に

携
わ
る
学
校
長
や
担
当
職
員
約

２
０
名
が
出
席
し
、
地
区
か
ら
は

町
会
・
子
ど
も
会
育
成
会
・
町
内

公
民
館
・
民
生
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
な
ど
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

語
る
会
は
、
初
め
に
教
育
委
員

会
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
次
に
意

見
交
換
項
目
の
①
文
化
財
と
地
域

づ
く
り
②
子
ど
も
を
と
り
ま
く
環

境
に
つ
い
て
本
郷
地
区
の
概
要
・

松
本
市
教
育
委
員
会
主
催
　

　「本
郷
地
区
の
皆
さ
ん
と
語
る
会
」開
催
さ
れ
る

松
本
市
教
育
委
員
会
主
催
　

　「本
郷
地
区
の
皆
さ
ん
と
語
る
会
」開
催
さ
れ
る

課
題
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
本
市
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
小
川
指
導
主
事
に
よ
る
「
子

ど
も
と
ス
マ
ホ
」
に
関
す
る
ミ
ニ

講
演
も
あ
り
、
子
ど
も
を
ス
マ
ホ

依
存
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守

る
た
め
に
大
切
な
の
は
人
と
人
と

の
あ
た
た
か
な
心
の
つ
な
が
り
で

あ
り
、「
知
識
と
経
験
」
が
力
に

な
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
約
60
人
の
メ
ン
バ
ー
が

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
２
つ
の

意
見
交
換
項
目
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
赤
羽
教
育
長
か
ら
、
⑴

５
月
30
日
松
門
文
庫
の
保
存
活
用

に
関
す
る
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
。
市
教
委
と
し
て
の
検
討
経
過

も
含
め
地
元
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
保
存
に
向
け

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
⑵
ネ
ッ

ト
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
に
大
人
が
つ

い
て
い
け
ず
実
態
が
見
え
て
い
な

い
の
で
、
課
題
意
識
を
常
に
持
っ

て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
特
に
、

健
康
被
害
の
啓
発
を
進
め
た
い
。

と
の
集
約
が
あ
り
ま
し
た
。

　

浅
間
温
泉
広
場
に
て
、
8
月

11
、
12
、
13
日
と
恒
例
の
盆
踊
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夜
店
が
並

ぶ
会
場
で
は
、
初
日
は
地
元
の
和

　

浅
間
温
泉
夏
祭
り
、
第
1
弾
の

盆
踊
り
に
続
き
、
第
2
弾
の
夕
市

が
8
月
14
、
15
、
16
日
午
後
五
時

か
ら
午
後
九
時
半
ま
で
、
浅
間
温

泉
広
場
（
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
浅
間
西

側
）
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
時

か
ら
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人

一
人
が
風
船
を
も
ら
い
「
浅
間
温

泉
夏
祭
り
ー
」
と
い
う
掛
け
声
の

後
に
一
斉
に
風
船
を
飛
ば
す
と
い

う
企
画
で
し
た
。
夏
の
空
に
赤
、

白
、
青
の
風
船
と
雲
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

　

夜
店
や
軽
食
・
生
ビ
ー
ル
や
地

太
鼓
、
32
年
続
い
て
い
る
本
郷
若

獅
子
太
鼓
の
演
奏
で
始
ま
り
、
青

山
様
、
ぼ
ん
ぼ
ん
の
披
露
、
盆
踊

り
等
、
宿
泊
客
や
地
元
の
家
族
連

れ
が
大
勢
訪
れ
、
夏
の
情
緒
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

元
の
野
菜
・
果
物
の
販
売
も
あ
り

ま
し
た
。
六
時
半
か
ら
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
も
あ
り
浴
衣
姿
の
観
光
客

か
ら
地
元
の
家
族
ま
で
夏
の
夜
の

1
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
（
日
）
の
夜
七
時
か

ら
、横
田
簡
易
遊
園
地
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

だ
ん
だ
ん
と
暗
く
な
り
始
め
た

頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
と

と
も
に
集
ま
り
始
め
、
最
終
的
に

は
子
ど
も
約
60
人
が
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

最
初
は
係
の
父
親
た
ち
が
「
打

ち
上
げ
花
火
」
や
「
噴
火
花
火
」

を
上
げ
、
そ
の
後
子
ど
も
た
ち
は

配
ら
れ
た
「
手
持
ち
花
火
」
か
ら
、

自
分
の
好
き
な
花
火
に
火
を
付
け

家
族
や
兄
弟
、
友
達
と
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
町
会
の
「
納
涼

親
睦
会
」
も
町
会
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
24
人
の
町
会
の
皆
さ
ん
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

令
和
元
年
度 

浅
間
温
泉
夏
祭
り 

盆
踊
り

横
田
第
一
町
会 

子
ど
も
花
火
大
会

令
和
元
年
度 

浅
間
温
泉
夏
祭
り 

夕
市
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浅
間
温
泉
第
５
町
会

は
、
女
鳥
羽
川
左
岸
に

沿
っ
た
原
橋
か
ら
水

汲
橋
ま
で
の
地
域
に
あ
り
、
人
口

4
8
0
人
余
り
、
約
1
9
5
世
帯
の

皆
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
で
す
。

　

昨
年
度
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
え

る
企
画
と
し
て
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
本
郷
公
民
館
で
行
い
、

好
評
を
得
ま
し
た
。
深
淵
な
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
音
色
に
、
午
後
の
優
雅
な

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
更
に
内
容
を
充
実

す
べ
く
計
画

し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

惣
社
町
会

に
は
「
伊
和

神
社
」
が
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
5
月

2
日
、
3
日

に
は
「
伊
和
例
大
祭
」
が
行
わ

れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
お
祭
り
は
太

鼓
の
練
習
か
ら
で
す
。地
元
の「
お

は
や
し
同
好
会
」
の
方
々
が
教
え

て
く
だ
さ
り
、
6
年
生
の
子
た
ち

は
お
船
に
乗
っ
て
太
鼓
を
叩
く

の
を
楽
し
み
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

お
船
引
き
は
小
さ
な
子
も
一
緒

に
、
歌
や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て

町
内
を
回
り
ま
す
。

　

3
日
の
日
に
は
「
奉

納
相
撲
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
昔
は
「
コ
ン
ピ
ラ

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
眼
で
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
原
橋
付
近
の
空
き
地

に
「
花
壇
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
今

を
盛
り
に
咲
く
大
輪
の
ひ
ま
わ
り

は
、
懐
か
し
い
昔
の
日
本
の
夏
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
気
が
い
た
し
ま

す
。
お
通
り
の
際
は
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

様
」
と
言
わ
れ
、
会
費
制
で
の
行

事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
20
数
年
間

中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
54

年
頃
に
復
活
、今
の
「
奉
納
相
撲
」

と
し
て
町
会
の
行
事
の
ひ
と
つ
に

な
り
ま
し
た
。
復
活
当
時
は
5
、

6
年
生
が
汗
を
流
し
な
が
ら
土
俵

作
り
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
も
「
奉
納
相
撲
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
低
学
年
の
か

わ
い
ら
し
い
取
り
組
み
、
高
学
年

の
迫
力
あ

る
取
り
組

み
、
ど
ち

ら
も
真
剣

勝
負
。
境

内
に
は
子

ど
も
た
ち

の
声
が
響

き
ま
し
た
。

　

　

8
月
20
日
（
火
）
稲
倉
公
民
館
に

お
い
て
暑
気
払
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

暑
気
払
い
に
先
立
ち
、
午
前
十

時
よ
り
十
一
時
半
ま
で
は
、
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
松
本
市
北

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
岡

本
、
山
田
両
氏
の
講
話
が
あ
り
、

誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
の
質
問
も
3
問
ほ
ど
あ
り
、
よ

り
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
暑
気
払
い
。
今

年
の
4
月
、
17
名
の
入
会
が
あ
り

会
員
数
は
50
名
、
今
回
の
出
席
者

数
は
34
名
と
賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
会
長
の
挨
拶
、
若
手
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
始
ま
り
ま
し

た
。
三
々
五
々
で
杯
を
重
ね
、
い

つ
も
な
ら
カ
ラ
オ
ケ
と
な
る
の
で

す
が
、
今
回
は
個
々
の
健
康
の
話

や
、
今
年
の
天
候
、
稲
作
、
野
菜
、

松
茸
、
地
蜂
な
ど
の
身
近
な
話
題

で
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
午

後
二
時
に
「
稲
倉
松
寿
会
万
歳
！
」

で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

浅間温泉
第5町会惣社町会 わがまち

わが町会

稲
倉
松
寿
会
暑
気
払
い

稲
倉
松
寿
会
暑
気
払
い

本
郷
公
民
館
講
座

親
子
で
化
石
を
掘
ろ
う
！

　

8
月
24
日
（
土
）
に
本
郷
公
民

館
講
座
「
親
子
で
化
石
を
掘
ろ

う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
、
子
ど
も
合
わ
せ
て
、
定

員
上
限
の
22
名
が
参
加
。
午
前
八

時
に
本
郷
公
民
館
を
出
発
。
四
賀

化
石
館
で
化
石
や
地
層
に
つ
い
て

の
説
明
を
聴
い
た
後
、
化
石
採
取

の
現
場
へ
移
動
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
魚
の
鱗
や
骨
、
植
物
な
ど

の
化
石
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
土
し
た
状
態
で
現

地
保
存
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
の
化
石
を

見
学
。
爽
や
か
な
晴
天
の
下
、
太

古
へ
の
興
味
が
ひ
と
際
増
す
半
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、本
郷
公
民
館
が
シ
リ
ー

ズ
開
催
す
る
本
郷
歴
史
講
座
。
そ

の
第
2
回
目
が
、
6
月
8
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
松
本
市
教
育
委
員
会
文

化
財
課
の
直
井
雅
尚
さ
ん
を
講
師

に
お
迎
え
し
、「
国
府
は
ど
こ
に
？

過
去
の
発
掘
か
ら
わ
か
る
こ
と
」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
井
さ
ん
は
学
生
時
代
か
ら
松

本
市
周
辺
の
各
所
の
発
掘
調
査
に

携
わ
り
、
文
化
財
課
の
中
で
も
、

特
に
豊
富
な
発
掘
経
験
を
お
持
ち

の
方
で
す
。

　

講
座
は
古
代
の
東
山
道
の
話
か

ら
始
ま
り
、
歴
史
資
料
に
出
て
く

る
信
濃
国
や
筑つ

か
ま摩
郡
に
つ
い
て
の

説
明
。
過
去
に
行
っ
た
市
内
の
国

府
推
定
地
で
の
発
掘
調
査
結
果
や
、

遺
跡
に
見
ら
れ
る
大
型
建
物
の
柱

跡
の
特
徴
、
市
内
の
遺
跡
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
、
古
代
の
瓦
や
硯
、

帯
飾
な
ど
の
特
殊
遺
物
に
つ
い
て

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
詳
し
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
軽
妙
な
語
り
口
と
独
特

の
ユ
ー
モ
ア

に
、
参
加
し

た
46
名
は
熱

心
に
聞
き
入

り
、
予
定
の

2
時
間
は

あ
っ
と
言
う

間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し

た
。


